
【事業実施背景】
少子高齢化に起因し物流網維持に課題を抱える松江市において、ドローン配送や共同配送、コミュニティ配送などを組み合わせた
新たな配送モデルを検討・導入し、災害の影響もふくめた持続可能な物流サービスの確保を図るための調査・実証を行います。

松江市周辺エリアのモーダルシフト

事業概要

事業内容

協議会名（仮称）松江市モーダルシフト協議会

ドローン配送やコミュニティ配送(※)とともに、複数の物流事業者
が連携する共同配送の仕組みを構築し、持続可能な地域物流の実
現を目指します。物流効率や採算性を高める新たな配送モデルを検
討し、その導入に必要な調査・事業計画を行い、事業者の収支改善
と地域課題の解決を図ります。

協議会構成員
松江市、ソフトバンク株式会社、株式会社 NEXT DELIVERY、
セイノーホールディングス株式会社、アスクル株式会社

【地域輸送の持続性要件・事業化調査（松江市版)】

• モーダルシフトを取り入れた地域共同輸送事業が持
続可能な事業収支レベルとなり、地域物流網が将来
的に維持されることを目指す。

• 今年度は同事業計画に必要な調査分析を行う。

想定事業実施効果
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車両輸送 配達先
一時
集荷所

ドローン輸送物流事業者
営業所

（イメージ）

コミュニティ配送

セイノーHD ＋地場の物流事業者
(物流事業者による一定の需要)

ソフトバンク＋エアロネクスト
＋松江市が主導したコミュニティの組成

(新たな物流の仕組み構築)

物流データ収集

エリア・ルート設計

必要リソース・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ構築

収支ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ルール作り

事業モデル確立に向けた
計画策定

アスクル
(新たな物流の仕組みに対する荷主視点での解決策策定)

※自治体が主導しコミュニティを組成
地元企業や団体へ委託する

個社配送部分
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